
行　　政　　評　　価　　表
電話番号
（内線）

基本目標 年度 H28 H29 H30 H31 H32

基本方針 予算額
（千円）

148,166 149,850

施策名 決算額
（千円）

126,223 120,367

決算額の内
繰越明許分 - -

年度

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

平 成 ２ ９ 年 度　　　　

所属部 健康推進部 所属課 健康づくり課 正職員数 25人
その他
職員数

10人
055-973-3700

（内線6471）

総合計画の
位置付け

Ⅰ　安全・安心に暮らせるまち

１　健康・福祉を育むまちづくり

８　暮らしを守る保険・生活保障制度の運用<国保・年金>

H31 H32

所管する施策の
方向一覧

Ⅰ-１-８-（１）国民健康保険の健全な運用
※人件費、一般諸経費、交際費、積立金、繰出金、出資金及び公債費は
　 含まれておりません。
※予算費目表に再掲で表示されている事業は、再掲元の予算費目及び
　 総括表に予算額及び決算額を記載しています。

※赤字：補正・流用により当初予算額から変更した予算額

※繰越明許：年度内にその支出が終わらない見込みのあるものについて、
　 議会の議決を得て翌年度に繰越して使用するもの。
　 予算要求年度に予算額を、実執行年度に決算額及び繰越明許額を記載。

特定健診受診率

特定健康診査受診者数／法で
定められた除外対象者を除く、
40歳～74歳までの国民健康保
険加入者数

56.0% 60.0% 60.0% 60.0% 60.0%

成果指標
【行政改革大綱における取

組事項名】
指標計算式（指標の説明） H28 H29 H30

40.7% 40.9%

遅れ 遅れ



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

民間企業との協力によるインセンティブの付与を実施し、チラシや健診用封筒への広告により周知・啓発をし、健診の受診率向上を図っていく。ま
た、特定保健指導については、土日曜日の開催や個別に面接日を設けるなど参加しやすい環境づくりを継続していくとともに、昨年度と同様に医療
機関へ特定保健指導のチラシ配布を依頼しており、参加者にはインセンティブの付与を付けることでアプローチをしていく。

施策の方向 Ⅰ-１-８-（１）国民健康保険の健全な運用

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

特定健診未受診者への受診勧奨はがき送付や訪問による受診勧奨は継続する。また、勧奨とともに未受診者の理由など現状を確認していく。特定
保健指導は土日曜日の開催や個別に面接日を設けるなど参加しやすい環境づくりを継続していくとともに、保健指導が２回目以降になる対象者へ
の指導内容が、より個別的になるようにプログラムを検討していく。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

実施計画どおりに、民間企業との協働によるインセンティブの付与の実施、健診受診券の全対象者への送付による周知及び受診勧奨などを行っ
た。また、特定保健指導については、医療機関からの対象者へのチラシの配布や対象者への郵送や電話による参加促進を実施しており、平成29
年度は民間企業の協力によりインセンティブを増加することで対象者へアプローチを行った。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

特定健康診断については、三島市医師会と集団健診の実施について協議を行っており、個別健診終了後の未受診者に対し、実施を予定している。
集団健診の実施により、受診結果の返却には結果返却日を設け、特定保健指導への参加につなげていく。また、人間ドック(特定健康診査必須項
目を含む)の実施医療機関を従来の4医療機関から1医療機関増加させることで特定健康診査の受診率向上を図るよう改善していく。

【行革取組項目】
次年度の対応方針



5 業務計画

No.

目標 300枚 300枚 300枚 300枚 300枚

実績 300枚 300枚

達成状況 達成 達成

目標 56.0% 60.0% 60.0% 60.0% 60.0%

実績 41% 41%

達成状況 未達成 未達成

目標 100回 100回 100回 100回 100回

実績 40回 60回

達成状況 未達成 未達成

目標 56.6% 67.8% 67.8% 67.8% 67.8%

実績 18% 21%

達成状況 未達成 未達成

目標 38.9% 46.9% 46.9% 46.9% 46.9%

実績 12% 15%

達成状況 未達成 未達成

特定保健指導の該当者には
三島市からは通知文と電話
による参加を促し、特定健診
実施医療機関からは保健指
導該当チラシの配布を依頼し
ている。また、参加者へは連
携企業からのインセンティブ
の提供などにより参加率向上
を目指す。

3 特定保健指導
積極的支援参加者割
合

改善

特定保健指導の該当者には
三島市からは通知文と電話
による参加を促し、特定健診
実施医療機関からは保健指
導該当チラシの配布を依頼し
ている。また、参加者へは連
携企業からのインセンティブ
の提供などにより参加率向上
を目指す。

2 特定保健指導
動機付け支援参加者
割合

改善

集団健診の実施の検討をし
ており、平成30年度の個別健
診終了時に実施をしていきた
い

2　特定保健指導事
業 1

開催方法の工夫（個別
相談の増加）

開催回数 維持

2 健診受診 受診率 改善

H30 H31 H32
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等

行政改革
大綱にお
ける取組

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

年度 H28 H29

1　特定健康診査事
業 1 受診勧奨 勧奨ポスター掲示数 維持



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

148,166 (0) 149,850 (0) 152,550

126,233 (0) 120,367 (0)

１　特定健康診査等事業
（02.08.02.01.010.01）

維持

予算費目の事業名、補助金（細節）名

Ⅰ-１-８-（１）国民健康保険の健全な運用

H32歳出（千円）

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

行政改革
大綱にお
ける取組

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円）



電話番号
（内線）

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員

特定健康診査
事業

健診票発送
準備（４/1～
13）委託医療
機関説明会
実施(4/19）

健診開始
5月1日～10
月31日まで

国保人間ドッ
ク受付開始
（受付2箇所）

国保人間ドッ
ク開始

623H 880H

特定健康診査
事業（支払い事
務）

５月分支払
い（国保連）

６月分支払
い（国保連）

７月分支払
い（国保連）

・８月分支払
い（国保連）
・人間ドック支
払い（委託医
療機関）

・９月分支払
い（国保連）
・人間ドック支
払い（委託医
療機関）

・１０月分支払
い（国保連）
・人間ドック支
払い（委託医
療機関）

人間ドック支
払い（委託
医療機関）

人間ドック支
払い（委託
医療機関）

人間ドック支
払い（委託
医療機関）

830H 586H

特定保健指導
事業

H28.９月の保
健指導対象
者の指導評
価(6ヶ月）

H28.10月の保
健指導対象
者の指導評
価(6ヶ月）

H28.11月の保
健指導対象
者の指導評
価(6ヶ月）

H29.５月受診
者のうち対象
者への保健
指導開始

H29.６月受診
者のうち対象
者への保健
指導開始

H29.７月受診
者のうち対象
者への保健
指導開始

H29.８月受診
者のうち対象
者への保健
指導開始

H29.９月受診
者のうち対象
者への保健
指導開始

H29.10月受診
者のうち対象
者への保健
指導開始

H29.５月の保
健指導対象
者の指導評
価(6ヶ月）

H29.６月の保
健指導対象
者の指導評
価(6ヶ月）

H29.７月の保
健指導対象
者の指導評
価(6ヶ月）

934H 294H

3月
従事見込時間数

平成29年度　スケジュール表 所属部 健康推進部 所属課 健康づくり課 正職員数 25人

9月 10月 11月 12月 1月 2月事業名 4月 5月 6月 7月 8月

055-973-3700

総合計画の
位置付け

Ⅰ　安全・安心に暮らせるまち ８　暮らしを守る保険・生活保障制度の運用<国保・年金>

１　健康・福祉を育むまちづくり

その他職員数 10人
（内線6471）


